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平成25年度全国学力・学習状況調査 《中学校3年国語科》 

佐賀市立小中一貫校松梅校中学部の生徒の到達状況 

○全国の平均を大きく上回っています。 

○「話し合いでの司会の発言の役割

について説明したものとして適切なも

のを選択する」問いについては正答

率１００パーセントであり、他の設問も

全国平均とほぼ同等です。 

 

 

☆個別に見ると個人差が大きいので、

個に応じた指導に力を入れます。 

 

○Ａ，Ｂとも全国の平均を大きく上回ってい

ます。 

○Ａ問題の「比較の対象が明確に分かる

ように書く」問いについては正答率１００

パーセントであり、他の設問も全国平均と

ほぼ同等です。 

○Ｂ問題の「『かるた』について分かったこ

とを基に、さらに調べたいことと調べる方法

を具体的に書く」「間違えやすい漢字を学

習する際の注意点やコツを、漢字の特徴

を取り上げて説明する」問いについては全

○Ａ問題は全国平均をやや上回ってい

ましたが、Ｂ問題は全国平均を大きく上

回っていました。 

○Ａ問題の「漢字の読み書き」の問いに

ついては6問中3問が正答率100パーセ

ントです。適切な語句の選択は6問中2

問が正答率100パーセントでした。他の

問いの殆どが全国平均を上回っていま

した。 

○Ｂ問題の「間違えやすい漢字を学習

※自校の課題 
全体としては県平均を上回っていますが、一人一人

の状況を見ていくと、個人差が大きいという課題があ

ります。また、他の領域と比べると読む力を更につけ

ていく必要があります。 

 

☆学校で育てたい力や学習態度 

主として「知識」に関する読む力を育てるために、基

礎的基本的な力をつけていきます。 

☆改善策 

読むことに関する基本的な内容を復習し、個に応じ

た指導に力を入れます。 

☆個別に見ると個人差が大きいので、個

に応じた指導に力を入れます。 

 

 

 

☆「今年の夏の暑さにはヘイコウし

た」の漢字を正しい漢字を選択する問

いの正答率が低いので、改めて取り

上げて指導します。 

言語についての知識・ 

理解・技能 

今回の結果から見られる自校の課題は 

○A問題全国平均を大きく下回っ

ていましたが、Ｂ問題は全国平均

と同じでした。 

 

 

☆個別に見ると個人差が大きいので、

個に応じた指導に力を入れます。 

 

読む力 書く力 話す・聞く力 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校３年理科》 

自校の子どもたちの到達状況 

○県の平均を大きく上回っています。 

○殆どの問題が県の平均を上回っていますが、

「実験を基にデンプンが分解されてできた物質の

存在を考える」「表を基に、電熱線に流れる電流

の大きさを考える」問題では、県平均を下回った

います。実験結果など与えられた情報を総合的

に解釈して考え、正しい答えを選択したり、計算

したりすることを苦手としています。 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・答えを導くための思考の流れに見通しをもったり、

情報を整理して考えたりする活動を取り入れながら、

考え方のポイントをつかませます。 

・生活場面とのつながりを持たせたり、体験を取り入

れたりすることで、現象を捉えやすくします。 

 

○県の平均と同程度です。 

○「酸化銅の還元の化学反応式」が書けなかったり、

→を＝で表したり初歩的なミスなどが見られます。 

○｢ベネジクトの使い方」「乾湿計による湿度の求め方」

は県の平均を下回っており、基本的名部分の定着がで

きていません。 

○繰り返し出てくる、実験操作については身についてい

ますが、単元に特有の部分は不十分です。 

※自校の課題 

 すべての領域において、県の平均を上回っています。特に知識・

理解の定着も見られます。しかし、十分達成の生徒が半数を占めて

いる一方で、要努力の生徒もいます。個別に対応していくことがかな

り求められます。また、分野で見ると「酸素と結びつく物質」や「電

流・電圧の関係」の内容が十分身についていません。 

☆学校で育てたい力や学習態度 

  自然現象について興味を持ち、知りたいという思いから、調べた

り分析したりする意欲や力を育てたい。また、自分が分かったことに

ついては、言葉で他者に伝えることができる力を育てたい。 

☆改善策 

 図や情報を整理し、見通しもって考える学習を取り入れながら、科

学的に分析する力や考え方を身につけられる指導を行います。ま

た、実験における操作の注意点など、理由も含めながらこれまで以

上に力を入れて指導します。また、小テストを活用して基礎基本の

定着を図ります。 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・化学反応敷については、基本的な作成方法を意識し

ながら、随時指導していきます。 

・実験の基本操作については、随時確認しながら行うと

共。に、問題等で繰り返し確認しながら定着を図ります。 

 

今回の結果から見られる自校の課題 

○県の平均を大きく上回っています。 

○多くの問題で、７割以上の生徒の理解が見ら

れますが、「電流電圧の大きさの関係から抵抗

を求める方法」は他と比べ正答率が低くなって

います。 

○繰り返し学習しない部分で｢アミラーゼ」など

の基本的な用語や「雲量と天気」など基本的な

内容が身についていません。 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・｢オームの法則」の使い方については、まだ十分身

についておらず、問題練習を入れながら指導してい

きます。 

・基礎基本の内容については、生活と結びつけて確

認したり、繰り返し学習を入れたりして指導します。ま

た、似た言葉では違いを明確にしながら指導します。 

知識・理解 技能 科学的思考・表現 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校3年英語科》 

自校の子どもたちの到達状況 

○県の平均を大きく上回っています。 

○単語テストの結果が表現力向上に

大きく影響している。習った文型をど

の表現で活かすべきか、大半が理解

していない。 

 

 

 

☆語彙力、文法力理解力だけではなく，自

分の考えやインプットされた情報をまとめる

表現力を身に付けさせたい。そのために，

年間計画中にテーマを設定した活動を取り

入れることが必要である。 

○県の平均を大きく上回っています。 

○リスニング力の低さ、読解力の不

足が課題である。長文読解で、最初

から苦手意識を持って取り組まない

生徒がいることや読解力が不十分な

生徒が数名いることが課題である。 

 

 

 

○県の平均を大きく上回っています。 

○生徒間で学力差が激しいこと

が問題である。全体としては読

解力と表現力を高めていくつもり

であるが，一人ひとりに合った個

別指導を充実させることが求め

られる。 

 

 

※自校の課題 
・読解力と表現力において活用力が身についていない。 

・1人が習ったことを応用する力がなく，3人程度は，文型や

それを活かす活用力が低い。 

☆学校で育てたい力や学習態度 

・長文読解力の向上と表現力の向上 

・個別指導とフィードバックの徹底。 

☆改善策 
・数多くの英文を読ませ，読んだ内容をまとめる思考方法を

指導する。 

・クラスルームイングリッシュの増加を図る。 

・個別指導を充実させるために，週に1時間教科書指導以外

の時間をつくる。 

☆長文読解を苦手としている生徒に対し

ては、さまざまな手法で力をつけ、リスニ

ング力に関しては高校へのつなぎも考慮

してクラスルームイングリッシュを増やす

ことである。 

☆理解不十分な一人に対しては根気

強い個別指導をしていく。他に関して

は既習事項を何度も繰り返して定着

し、読解力を高める工夫に努めていき

たい。 

全体的に 
今回の結果から見られる自校の課題は 

○県の平均を大きく上回っています。 

○基礎的な文型はほとんどが理解し

ている。発展的な問題解決力や語彙

力が 

身に付けば良い。 

 

 

☆習った文型を表現力や読解力に生かせ

るように統合的な指導が求められる。また、

既習文型が自然に出てくるように繰り返し

学習も授業の中に取り入れたい。 

知識理解 理解 表現 

平成25年度全国学力・学習状況調査 《中学校3年数学科》 

佐賀市立小中一貫校松梅校中学部の生徒の到達状況 

○Ｂ（活用）問題 

全体では、全国平均を大きく上回っていまし

た。 

言葉で表された式の数学的な意味を考え、

事象を式の意味に即して解釈することは、

半数以上の者ができたが、その結果を数学

的な表現を用いて説明できた者はいなかっ

た。 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・実生活における事象を数学的な解釈に基づいて考

察できるようになるために、一次関数の変化の割合

が一定であることなど、関数の性質に関連付けて考

えることが必要になります。 

○Ａ（知識）問題 

全体では全国平均を大きく上回っていました。 

正の数・負の数の四則計算、方程式、連立方程式の解を求

めることは１００％の正答率だった。しかし、一次関数の表か

ら変化の割合を求める問は全国平均を下回っていた。 

○Ｂ（活用）問題 

全体では全国平均をやや下回っていました。 

１辺に５個ずつ碁石を並べて正三角形をつくったときの碁石

の総数を求める問は、半数以上の者が解けていたが、与え

られた言葉の式に指定された数を代入して値を求める問の

正答率は全国平均を下回っていた。 

※自校の課題 

・数学的な表現を使って説明すること 

・文字や式のもつ意味を理解すること 

 
 

 

☆学校で育てたい力や学習態度 

・自分で思考する力 

・自力で解決する力 

 

☆改善策 
・生徒一人一人の実態に合わせ対処していく。個々

のレベルに合った問題を解くことで、数学的な力を伸

ばしていく。 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・一次関数については、表、式、グラフを相互に関連

付けて理解することが大切です。 

 

 

今回の結果から見られる自校の課題は 

○Ａ（知識）問題 

全体では全国平均を大きく上回っていました。 

平行四辺形になるための条件や平均値や確率

の意味はよく理解できている。しかし、球と円柱の

体積を比較する問では、県平均を下回った。 

 

○Ｂ（活用）問題 

全体では全国平均を大きく下回っていました。 

特に資料から必要な情報を適切に読み取ること

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・目的に応じて資料を収集し、表やグラフに整理して

から、その表の傾向を読み取ることが大切です。 

数量や図形などについての 

知識・理解 
数学的な技能 数学的な見方・考え方 



Ⅲ－（１）中学校社会
中学校用

Ⅲ－（１）中学校国語 佐賀市立松梅中学校
中学校用

Ⅲ－（１）中学校理科
中学校用

Ⅲ－（１）中学校英語
中学校用

Ⅲ－（１）中学校数学
中学校用

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校3年社会科》 

自校の子どもたちの到達状況 

○県平均とほぼ同じです。 

○「江戸幕府の大名配置の特徴、理由を説明す

る」ことは、県平均を上回っています。しかし、無

回答の生徒もいます。 

○「資料を基に、日本企業が海外に進出する理

由を説明する。」は、ほとんどできていません。 

○「資料を基に、インドの大反乱に加わった人々

のイギリスに対する不満を説明する」がほとんど

できていません。 
  
 

○日ごろから多くの資料にあたらせ、資料に慣れさせ

る。つねに、コメントを求め、自分はどう思うという意

見を書かせるようにしたい。 

○県平均を上回っています。 

○時差の問題は苦手ではあるが、県平均より

上回っている。しかし無回答の生徒がいる。 

○資料から、「世界の人口の変化」「我が国の

男女別年齢別人口構成の変化」を読み取る

問題はよくできている。県平均と同程度である。 
  
 
 
 
 

※自校の課題 
・基礎的知識が不足している面がある。パターン化した分
には回答できるが、いろいろな条件がそろうと深い考えは
難しくなる。 

☆学校で育てたい力や学習態度 
・何が問われているのかがわかり、適切に対処できる能力
の育成。2＾3の資料を多角的に判断し表現する能力をもっ
と差立てていきたい。 

☆改善策 
・ニュースなどの発表を通して、表現する力と身近な問題か
ら社会の動きに気づかせていき、社会に関する興味・関心
を持たせる。 
・多様な資料に触れさせる。 

 

いろいろな資料を提示し、慣れさせる。。 

今回の結果から見られる自校の課題 

○県平均をかなり上回っています。 

○「潮目の特徴」「三陸海岸がリアス式海

岸であること」「織田信長が勝った戦いが

長篠の戦いであること」はほぼ全員が理

解しており、県平均を上回っている。 
 
 
 

☆基礎・基本の定着には、小テストを日ごろから実

施する。問題集の利活用をすすめる。 

○もっと力をつけるためには、多くの問題にあたるこ

とが必要である。 

. 

 

知識・理解 技能 思考・判断・表現 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校2年国語科》 

自校の子どもたちの到達状況をチェックしてみましょう。 

○県の平均を大きく上回っていました。 

○「相手やその場に応じた言葉遣いなど

についての知識を生かす」「言葉の調子

や間の取り方につついての知識を生かし

て話す」「話し合いの話題や方向を捉え

て自分の考えをまとめる」問いについて

は正答率１００パーセントでした。 

○「話し合いの話題や方向をとらえて的

確に話す」問いについては、県平均を下

回りました。 

☆正答率の低い問いは選択肢問題で

あり、選択肢の内容を正確に理解する

力をつけていきます。 

 

○県の平均を大きく上回っていました。 

○「項目の役割を考えて、文章の構成を

考える」「書いた文章を読み返し、語句の

用法を確かめて、読みやすく分かりやす

い文章にする」問いは、正答率１００パー

セントでした。他の問いについてもおおむ

ね、県の平均を上回っています。 

○「伝えたい事実や事柄について、根拠

を明確にして書く」問いは県平均を下回り

ました。 

○県の平均を大きく上回っていまし

た。 

○漢字の読み書きや文法など言葉

の力を問う問いについてはおおむ

ね県の平均を上回っています。 

○漢字を書く問い「拝む」ついては

県の正答率を下回っています。 

 

 

※自校の課題 

「活用」に関する力に課題があります。また、漢字・語

句の知識に課題があります。 

 

☆学校で育てたい力や学習態度 

「活用」に関する力、特に相手意識・目的意識を持って

表現する力を育てて行きたいと思います。 

☆改善策 

言語活動を充実させた授業を行い、思考力・判断

力・表現力等を育む指導に心がけていきます。 

 

☆県平均を下回った問いについては、「活

用」に関する問題であり、言語活動を充実

させた授業実践の中で、相手意識・目的

意識を持って書く力をつけていきます。 

 

☆読書量を増やして生活語彙だけで

なく様々な語句に触れる機会を増やし

ていきます。 

言語についての知識・ 

理解・技能 

今回の結果から見られる自校の課題 

○県の平均を大きく上回っていました。 

○「比喩、擬人法という表現の下かを理解

している」「文章に表れているものの見方

や考え方を捉え、共感したり、疑問を持っ

たり、批判したりしている」問いは、正答率

１００パーセントでした。 

○「文脈の中における語句の意味を的確

に捉え、理解する」問いについては、県の

平均程度ですが、２０パーセント程度と

なっています。 

☆正答率が低い問いは、語彙力に関する

ものなので、読書量を増やして生活語彙だ

けでなく様々な語句に触れる機会を増やし

ていきます。 

読む力 書く力 話す・聞く力 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校2年理科》 

自校の子どもたちの到達状況 

○県の平均を大きく上回っています。 

○月面での重力の大きさを基に、バネののびを考え

る問題では、一人のみ正答でした。重力が1／6になる

こととおもりの質量、ばねののびの関係を十分につな

げられていません。 

○表を基に、蒸散による水の減少量を考える問題で

は、40％の正答であり、段階を追って考えることが苦

手な生徒が半数以上います。 

○考える情報が、問題中にあるときは言葉で説明す

ることができています。 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・図や表を基に情報を整理しながら、筋道を考えて問題解

決を行う学習を授業の中で取り上げ、考え方のポイントを

つかませます。 

・現象について言葉で説明することができるので、なぜそう

考えたのかを問いながら、さらに深められるようにします。 

 

○県の平均を大きく上回っています。 

 

○実験中の操作に関わる技能は身につい

ていますが、メスシリンダーの目分量で読

み取る数値が正確に読み取れていません

でした。 

 

 

※自校の課題 
すべての領域において、県の平均を大きく上回る結果が得られてお

り、全体としては、十分達成の領域に達していいます。おおむね達

成の生徒が4割、十分達成の生徒が6割となっています。しかし、図

や表を読み取って課題に対する答えを導く問題や基本的な計量器

の読み取りに課題が見られました。 

☆学校で育てたい力や学習態度 

  自然現象について興味を持ち、知りたいという思いから、調べ

たり分析したりする意欲や力を育てたい。また、自分が分かったこ

とについては、言葉で他者に伝えることができる力を育てたい。 

☆改善策 

 自然現象から考えさせる中で、考えの根拠を突き詰めながら進

めます。また、図や情報を整理し、考える学習を取り入れながら、

科学的に分析する力や考え方を身につけられる指導を行います。 

 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・日頃の実験や観察活動の中で、器具の

設定や処理の仕方について習得できるよ

う確認しながら行います。また、目分量で

の読み取りにも配慮しながら指導をしてお

きます。 

今回の結果から見られる自校の課題 

○県の平均を大きく上回っています。 

○どの課題に於いても、県の正答率を大きく 

上回り、６割以上の生徒が正答しています。 

○問題の答えにたどり着くための論理を考え

て、計算により答えを導き出す問題や曖昧な

理解の仕方をしているところで誤答となってい

るところがあります。 

 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

・知識の定着がきちんとできるよう、似たような

言葉については、違いをはっきりさせながら指

導していきます。 

・計算等については、練習問題を増やしながら

定着を進めます。 

知識・理解 技能 科学的思考・表現 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校２年英語科》 

自校の子どもたちの到達状況をチェックしてみましょう。 

 

○県の平均を大きく上回っています。 

○単語テストの徹底で語彙力は向上

した。文構造を定着していない生徒

が３名いる。自分の考えを英語の文

構造に合わせて表現することができ

ていない。 

 

 

☆日本語表現と英語表現の違いを問

題とした練習問題を数多く解かせる必

要がある。表現活動の後は必ずフィー

ドバック活動をしていきたい。 

○県の平均を大きく上回っています。 

○長文読解とリスニング力不足が問

題である。特に長文読解では、説明

文を苦手としている。 

○県の平均を大きく上回ってい

ます。 

○少人数指導のために平均点

は良好であるが、生徒間の学力

差が著しい。 

 

 

 

 

※自校の課題 
・入試問題の改訂により，読解力と表現力が求めら

れている。論理的思考を身につけさせながら実力を

つけさせたい。 

・生徒間の学力差が著しい。3年間を見据えた計画と

目標をきちんと立て個別指導を充実させたい。 

☆学校で育てたい力や学習態度 

・長文読解力。 

・書く力を中心とした表現力。 

☆改善策 
・読解力向上のメソッドを研究し実践する。 

・書くテーマを年間計画の中に計画的に配置し，確

実にマスターさせる。 

☆長文問題に慣れさせ、読むことに興

味を持たせることが必要である。その

ために教科書以外の読み物も読ませ

たい。 

 

☆個別指導を充実させるためにア

ンケートの実施と個人カルテを作

成し効率的に実力をつけさせたい。 

全体的に 
今回の結果から見られる自校の課題 

○県の平均を大きく上回っています。 

○基本的な文型は定着している。し

かし，2名がだいたい理解していて，

1名がほとんど不十分である。今後、

大きく影響してくる。 

☆個別指導が必要である。そのために

アンケートを実施し、分析することが大

切である。 

知識理解 理解 表現 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校2年数学科》 

自校の子どもたちの到達状況 

○県の平均を大きく上回っています。 

○垂直二等分線の作図の方法を具体的

な場面で活用することは１００％の正解率

でした。 

 

○数量関係を見出し方程式をつくることと

資料の傾向をとらえることでは、県平均を

大きく下回っていた。 

☆課題に対する改善の工夫やアドバイス 

 方程式をたてる時は、まず、ことばの式を

考えたり、図をかいたりして考えると式をた

てやすいです。 

○県の平均を大きく上回っています。 

○すべての問について、県平均を上回ってい

た。特に、分数の一次方程式を解く問題では、

県平均を大きく上回っていた。しかし、球の体

積を求める問や文字式に数を代入して式の

値を求める問では、ほぼ県平均と同じ正答率

だった。また、 

 

※自校の課題 

・学習した内容を日常生活に活用すること 

・文章を読み取って式をつくること 

☆学校で育てたい力や学習態度 

・自力で思考する力 

・思考の過程を表現する力 

 

☆改善策 

・身の回りのいろいろな数量の関係を取り扱うことで、

数をあてはめたり、図や表をかいたりして考えさせる。 

・いろいろな考え方を出し合って、深めさせる。 

 

☆課題に対する改善の工夫やアドバイス 

 どの問題もよくできていたが、球の体積の問題は、公式を

正しく覚え活用することが必要になります。また、式の値を

求めるには、複雑な式にそのまま値を代入するのではなく、

与式を整理し簡単にしてから代入することが必要になります。 

今回の結果から見られる自校の課題 

○県の平均を大きく上回っています。 

○絶対値、平行移動、ねじれの位置、反比例

のグラフ、最頻値についての問では、１００％

の正答率だった。 

○度数分布表を利用した平均値の求め方につ

いての問では、県平均を下回っていた。 

 

 

 

☆課題に対する改善の工夫やアドバイス 

 資料の活用の問題では、度数分布表を利用し、相

対度数、階級値などを求めることができます。しかし、

そのためにはそのことばの意味を理解しておく必要

があります。 

数量や図形などについての知識理解 数学的な技能 見方や考え方 



Ⅲ－（１）中学校社会
中学校用

Ⅲ－（１）中学校国語 佐賀市立松梅中学校
中学校用

Ⅲ－（１）中学校理科

中学校用

Ⅲ－（１）中学校数学
中学校用

Ⅲ－（１）中学校社会

中学校用

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校2年社会科》 

自校の子どもたちの到達状況をチェックしてみましょう。 

○県平均とほぼ同じです。 

○資料を基に「インドネシアの高床式住居の理由

を説明する問題」「東南アジアの工業の発展の理

由を説明する」等の問題ができておらず、県平均と

同じくらいです。 

○資料を基に、中世琉球王国が行っていた中継貿

易の内容説明は全くできておらず、県平均を大きく

下回っています。 

○資料を基に説明する問題は、かなり苦手のよう

です。 

 

 

☆授業中あるいは課題として、考えさせる問題を常

に提示する。授業中、判断を仰ぐような場面をなる

べく準備し、思考判断を高めるような授業を設定す

る。 

○県平均を大きく上回っています。 

○地球の問題、位置関係の問題等は、よくできて

います。 

○「ブラジルの位置を読み取る」や「アメリカ合衆国

の農産物の生産分布の特色を読み取る」問題が 

県の平均とほぼ同じです。 

○三大宗教の分布を読み取る問題、資料からさと

うきびの生産量の変化を読み取る問題は100％で

きており、県の平均を大きく上回っています。 

※自校の課題 

・思考・判断以外は県の平均を大きく上回ってい

ます。地図、統計資料年表等いろいろな資料を

総合的に考察しそれを文章で表現する等が難し

いようです。 
  

☆学校で育てたい力や学習態度 
単なる知識習得ではなく、歴史の本質に迫るような大
きな課題を設定し、一つの課題に対して深く考えるよう
な態度を育てていきたい。地理的分野に於いても同様
である。 

☆改善策 
・課題解決学期に一回は入れて、生徒自らが積極的
に活動する場を設定して考える場面を増やしていきた
い 

・小テストの実施により、学習内容の定着を進める。 

☆地図や歴史に関連した学習内容の時に、意識し復習

する。また、重要なものについては、時間をとって指導

する。 
 

今回の結果から見られる自校の課題は何です
か？ 

○○県平均を大きく上回っています。 

○「緯度〇度の緯線が赤道であること」「EUの共通

通貨の紙幣の名称」「甲骨文字が使われた文明」

「前方後円墳の形状」は全員が理解している。 

○「オーストラリアがオセアニア州にあること」「オー

ストラリアの多文化理解」「卑弥呼が始めた国の名

称」「聖徳太子が立てた寺の名称」はほぼ全員が理

解している。 

 

 

  
 

☆苦手意識を持つ生徒に対しては、普段から導入の工

夫や少人数を生かした取り組みで、興味を持つようにす

すめる。 

☆授業の初めに、簡単なテストで習熟を図る。 

社会的事象についての 

知識・理解 
資料活用の技能 社会的な思考・判断・表現・表

現 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校・国語科1年生》 

自校の子どもたちの到達状況をチェックしてみましょう。 

○県の平均とほぼ同じでした。 

○「事柄が明確に伝わるように工夫

しながら、適切な言葉遣いで話す」問

いについては正答率１００パーセント

でした。 

 

○「互いの立場や意図をはっきりさせ

て、話し合いを計画に沿って進めて

いく」問いについては県の平均を下

☆授業に話し合い活動を取り入れ、司

会を全員が経験し、互いの立場や意

図をはっきりと整理させる場面を作り、

話を計画に沿って進めていく活動を取

り入れていきます。 

 

○県の平均をやや下回っていました。 

○「意見文に説得力を持たせるため

に事例を挙げて書く」問いについては

正答率１００パーセントでした。 
 

○「意見文の文章構成を考えて書く」

問いについては県平均を下回りまし

たが、その他の問いについては県平

均と同程度か上回っていました。 

○県の平均をやや上回っていました。 

○「文脈に即して漢字を正しく読む」

「文脈に即して漢字を正しく書く」問い

については県平均を下回っています。 

 

○「語句の構成に注意して正しい仮

名遣いをする」問いについては県平

均を上回っています。しかし、「漢字

の由来について理解し、区別する」問

いについては県平均を下回っていま

※自校の課題 

文学的な文章を読むことや漢字を書くことなどに苦

手意識を持っている生徒がいます。 
 

☆学校で育てたい力や学習態度 

漢字を書く力については毎日の漢字練習をしっかりと

定着させたいと思います。また、文学的文章について

は登場人物の相互関係や心情の読み取りの力を育て

ます。 

☆改善策 

日々の漢字練習帳は毎回点検し指導していきま

す。また、文学的文章については特に登場人物

の相互関係野心嬢に迫る言語活動の工夫をし

ていきます。 

☆複数の構成を提示し、適切な構成

を選ぶ活動を取り入れていきます。ま

た、言語活動を充実させた授業を行う

中で、個別に指導をしていきます。 

 

☆漢字の読むこと、漢字を書くこと

については課題があります。漢字

テストだけでなく、毎日の漢字練習

の確認などを通して漢字を書く力

を育成していきます。 

言語についての知識・ 

理解・技能 
今回の結果から見られる自校の課題 

○県の平均とほぼ同じでした。 

○「文章に書かれている内容を的確

に読み取る」問いについては県平均

を大きく上回っています。 

○「登場人物の相互関係や心情につ

いての様子を捉える」「登場人物の

内面にある深い心情を捉える」問い

については県平均を下回りました。

他の設問については県平均とほぼ

☆小説や物語等の文学的文章を指導

する際には、登場人物の相互関係を

図式化させたり、登場人物の心情を深

く読み取る活動を取り入れていきます。 

読む力 書く力 話す・聞く力 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校1年理科》 

自校の子どもたちの到達状況をチェックしてみました。 

○県の平均を大きく上回っています。 

○半数以上の問題で、県の正答率を上回ってい

ます。 

○「肺の働きを基に、血液中の酸素量を考える」

問題では、関係する臓器の働きを捉えて答えを導

き出すことができていません。「てこの性質を身の

回りにあるものに応用して考える｣｢太陽と月の位

置関係と月の見え方」について説明する問題では

言葉による表現の不足が見られます。 

☆様々な学習の内容のまとめの段階では、現象を

関連づけながら説明する指導を行います。 

☆文章での表現については、比較をしながら分かり

やすい表現を意識させ、ポイントを押さえた説明の

仕方について日々指導します。 

 

○県の平均とほぼ同じです。 

○「水溶液の性質を基に、水溶液を特

定する問題」のように、これまでの知識

を生かして、段階を追いながら区別す

る方法を選択する問題では、正答率が

かなり低くなっています。 

 

※自校の課題 

 全体では県の正答率をいます。領域ごとでは、科学的思

考・表現以外は県の正答率とほぼ変わりません。要努力の

生徒もおり、個別に指導していく必要性があります。 

☆学校で育てたい力や学習態度 

 自然現象について興味を持ち、知りたいという思いから、調べた

り分析したりする意欲や力を育てたい。また、自分が分かったこと

については、言葉で他者に伝えることができる力を育てたい。 

☆改善策  
 小学校と中学校の学習のつながりを確認しながら指導します。

また、微視的な部分から巨視的な部分へ目を向けさせながら知

識を整理し、つながりを意識した指導を行います。 

☆水溶液の性質については、中学校で取

り扱う内容でもあり、自分たちで区別する

ための実験方法を考え、確認する活動を

取り入れながら、段階を考慮した技能の習

得を図ります。 

今回の結果から見られる自校の課題 

○県の平均の正答率とほぼ同じです。 

○「石灰水の性質」｢ヨウ素液の性質」など繰り返し

出てくる薬品や｢コンデンサーの名称」「化石」｢堆積

岩」については、８割以上の正答率があります。 

○「ものを燃やした後の空気の様子」として正しい

図を選ぶ問題は県の正答率を大きく下回っていま

す。 

○「消化管」や「消化器」の言葉の区別ができてい

ないところがあった。 

☆十分に定着していなかった分野については中学

校で扱う内容であるため、小学校での学習を振り返

りながら、指導を行います。似たような言葉の区別

や粒子としての取り扱いなど、学習場面で多く取り

入れながら理解を図る工夫をします。 

知識・理解 技能 科学的思考・表現 

平成25年度佐賀県学習状況調査 《中学校1年数学科》 

自校の子どもたちの到達状況 

○県平均とほぼ同じでした。 

○全員が正解した問題はなかったかが、比例

の関係から条件に合った数量を考える問では、

県平均を大きく上回った。 

○数量関係を式に表すことや、工夫して図形の

面積を求める問では、県平均を下回っていた。 

 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

 数量関係を式に表す場合は、与えられた文字に具

体的な数をあてはめることでその場面をイメージしや

すくなります。また、工夫して図形の面積を求める問で

は、まず、求めることのできる部分の面積を計算して

いくことで必要な部分の面積の求め方が見えてきます。 

 

○県の平均を大きく上回っていました。 

○分数の乗除、逆数の考え方、速さと時間

から長さを求めること、時間と長さから速さを

求めることでは、１００％の正答率だった。 

○分数の加減、四則の混合計算、三角柱の

体積を求める問、ｍＬで表された量をＬで表

すことでは、県平均を下回った。 

※自校の課題 

・見直しをして計算問題などのケアレスミスをなくすこと 

・文章を読み取って式をつくること 

・無解答を減らすこと 
 

☆学校で育てたい力や学習態度 

・自力で思考する力 

・いろいろな考え方を見つけ、受け入れる力 

 

☆改善策 

・身の回りのいろいろな数量の関係を取り扱うことで、数をあて

はめたり、図や表をかいたりして、まず、言葉の式をつくるなど、

思考の手順に慣れさせる。 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

 公式は使いやすいものではあるが、その意味を

きちんと理解しておくことが大切です。公式の意味

を理解した上で、覚えておくとよいでしょう。 

今回の結果から見られる自校の課題 

○県の平均とほぼ同じでした。 

○円の面積を求める問や、線対称な図形の対

称の軸を求めたり、対応する点の位置関係を

求める問は、１００％の正答率だった。 

 

○点対称な図形についての問では、県平均を

下回った。 

☆課題に対する改善の工夫・アドバイス 

 図形を「ずらす」「まわす」「折り返す」といった具体的

な操作を通して考察していくとイメージしやすくなりま

す。定規、コンパス、分度器などを使って実際に図を

かく学習活動を大切にしましょう。 

  

 

数量や図形などについての 

 知識理解 
数学的な技能 見方や考え方 

平成２5年度佐賀県学習状況調査 《中学校1年社会科》 

自校の子どもたちの到達状況 

○県平均を大きく下回っています。 

 ○奈良時代「日本と大陸の交流を考える問

題」明治時代「地租改正に対する農民の不満

の理由を説明する問題」等ができていません。

特に江戸時代「参勤交代を制度化した理由を

説明する問題」はできていません。  

○２～３の資料を基に、それらを関連づけて説

明する問題はかなりできていません。 
 

☆授業時間の中で常に、思考や判断する

場面をつくり考えさせたり、発表させたりす

る。また、定期テスト等でも記述問題を積

極的に取り入れていきたい。 
 

○県平均を大きく上回っています。 

○資料から、江戸幕府が開かれた場所を読

み取る問題、資料から、解体新書に関係が

ある内容を読み取る問題は、最も正解率が

高いです。 

○資料から、日本と貿易面での関係が深い

国を読み取る問題は正解率が低いです。 
  
 

※自校の課題 

資料を基に、それらを関連づけて説明する問題等を積極的に授業や

テスト問題につり入れていきたい。 

また、いろいろな資料を関連づけて発表する機会を設けその学習態

度を養うとともに、多角的な思考や科学的な思考判断を培っていき

☆学校で育てたい力や学習態度 

問いかけや質問について、積極的に答えを見つけようと行動し、何らかの

答えを導き出す（間違いでも良い）資料を基に、それらを関連づけて説明す

る問題等を積極的に授業やテスト問題につり入れていきたい。 

また、いろいろな資料を関連づけて発表する機会を設けその学習態度を養

うとともに、多角的な思考や科学的な思考判断を培っていきたい。 
 

☆改善策 
導入などでニュースの発表の活動を取り入れたり、グループ内の活動で少
人数のなかでのミニ発表会を行うなど、何等か自分の考えもち、それを友
だちに伝えるという活動をつくる。 

 

☆資料の読み取りについては、国語力とも関係

があるので、計画的に取り組む。 

 グラフや地図など地理の資料は、ある程度繰

り返し教えていくことが必要である。 
 

今回の結果から見られる自校の課題は 

○県平均とほぼ同じです。 

○歴史では「農耕が始まった頃の農

具についての理解」や「織田信長に

ついての理解」、公民では「国際連

合についての理解」がよくできていま

す。 
 

☆レベルアップをはかるためには、基礎・

基本を身につけることが大切であるため、

繰り返し問題をさせ、定着させたい。 
  

社会的事象についての 

知識・理解 
資料活用の技能 

 
社会的な思考・判断・表

現 


